
 

        

          

 

 

  

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行：猛禽類保護センター （愛称：鳥海イヌワシみらい館） 

〒999-8207 山形県酒田市草津字湯ノ台 71-1  TEL 0234-64-4681 FAX 0234-64-4683 
http://www.raptor-c.com    E-Mail:moukin@raptor-c.com 

Ｖｏｌ．5  2013 新年号 

ケアシノスリは冬にやってくる中型のワシタカの仲間で

す。夏場はユーラシア大陸の北部に生息し、冬になるとほ

とんどが大陸南部や、アメリカ大陸へ渡りますが、そのうち

のわずかが日本にも渡ってくる冬鳥で、日本海側での記録

が多数を占めています。11 月 17 日、酒田市のとなり、三

川町の水田に飛来しているケアシノスリに遭遇しました。落

ち穂をむさぼるハクチョウたちの群れの中、畦道に降り立っ

て周りの様子をうかがっているようです。日本に留鳥として

生息するノスリとの見分けが難しいのですが、比較してそ

の白さと腹部の黒い腹巻き模様のコントラストや範囲の違

いが識別のポイントになります。またその名の通り足の跗蹠

に毛が生えていることも特徴です。雪のようなハクチョウの

白さは言わずとも美しい冬の風物ですが、ケアシノスリの白

と黒のコントラストにも冬の訪れを感じる長船です。 

「ケアシノスリ」 撮影：アクティングレンジャー 長船裕紀 



寒い東北地方の冬。しかし、世界にはもっと寒い所があります。シベリアや極東ロシアなどの北極圏に近い

地方では、最低気温が-40℃にも達し、水辺は結氷したり流氷で閉ざされる氷の世界です。そんな地域に生息

しているワシタカの仲間達は、エサとする魚が捕れなくなったり、水鳥が南下するのを追うようにして日本に渡

ってきます。冬でしか見られない魅力的なワシタカ達に会いに、野鳥観察に出かけてみませんか？  

（絵：普及啓発担当 本間） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本には妖怪や物の怪の伝説が多く残っています。それらの多くが自然や生物などから派生して生まれた

物なのですが、その中の一つで現在でも各地に「天狗伝説」として語り継がれている天狗。実はイヌワシ

が天狗のモデルかもしれないって知ってました？ 天狗の顔はぎょろっとした鋭い目と、赤い顔、長い鼻がト

レードマークです。比べてイヌワシも眼光鋭く、天狗の鼻のように立派なクチバシ、褐色の羽毛は日が当た

れば赤くも見てとれることも。さらに大きなツメと空を飛ぶ翼はそれぞれ高下駄と葉団扇に見立てられ、よく

知られる天狗のイメージになっています。また天狗の多くが山伏の出で立ちで出てきますが、これも山間部

にすむイヌワシと山岳信仰の融合したものではないでしょうか。烏天狗という妖怪も、イヌワシ（大天狗）に

モビングしながら後を追いかけて飛ぶカラスから生ま

れたのではないかと考えることもできます。さらにはイヌ

ワシの漢字表記は「狗鷲」が一般的に使われます。「天

狗」と「狗鷲」これは偶然の一致ではないはず！ 「天

狗伝説」や「天狗」という地名が残るあなたの町にイヌ

ワシは生息していませんか？ 今はいなくとも、その昔、

天狗としてそこに住んでいたのかもしれませんね。

「コチョウゲンボウ」 

大きさ：キジバトと同じくらい 

小型のハヤブサの仲間です。

オスは体の上面の青みがか

った色と、下面のオレンジ色

という鮮やかな体色をして

います。全国の農耕地、干拓

地、野原など開けた場所に渡

来します。 

「チュウヒ」 

大きさ：ハシブトカラスと同じくらい 

ヨシ原の上をすれすれに
飛行するチュウヒは、主
に北日本でも繁殖します
が、冬になると南下して
各地のヨシ原にて越冬し
ます。 

「ケアシノスリ」 

大 き さ ： ハ シ ブ ト ガ ラ ス と 同 じ く ら い 
ノスリに比べ白が際だってお
り、黒い体の模様とのコント
ラストがはっきりしています。
名前の通り足に毛が生えて
います。 

イヌワシってどんなワシ？④「イヌワシと天狗」 

ここ猛禽類保護センターには「鳥海イヌワシみらい館」という愛称がついていますが、イ
ヌワシってなに？ と思う人や図鑑でしかイヌワシを見たことがない人もいるかもしれませ
ん。そこでシリーズ 4 回目は「イヌワシと天狗」の関係について紹介します。 

「ハイイロチュウヒ」 

大きさ：ハシボソカラスと同じくらい 

冬に日本のヨシ原や水田
地帯に渡って来るチュウヒ
の仲間で、オスは美しい灰
色をしていることからこの
和名がつきました。 

～バードウォッチングへの誘い～ 第 5 回 

冬はワシ・タカ類の季節 

「コミミズク」 

大きさ：カラスと同じくらい 

夜行性の猛禽類で
あ る フク ロウ の仲
間で、冬鳥として大
陸から渡来します。
ヨシ原などで見る
ことができます。 

天狗とイヌワシ。似ているかも？  



 

「イヌワシを見てみたい！ 」けれども野生のイヌワシに出会うことはなかなかむずかしいものです。

確実にイヌワシの姿を見てみたい人や、間近にイヌワシを見てみたい人は動物園に行ってみましょう。 

第 4 回目は、石川県「いしかわ動物園」です。飼育展示課の竹田伸一さんへ伺いました。 

 

    
    
    
    
    
    
    
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
石川県はイヌワシを県鳥として指定しています。いしかわ動物園では、イヌワシが石川県のシン

ボルである白山（標高 2,702ｍ ）に生息する鳥であることや、イヌワシを守ることは白山の自然を

守ることにつながることをわかりやすく説明しています。また猛禽類保護センターと同じ野生生物保

護センターで最近話題となっている、佐渡トキ保護センターの分散飼育施設として、トキ飼育繁殖

センターを園内に設置して飼育繁殖も行っています（非公開）。いしかわ動物園のモットーは人にや

さしい、動物にやさしい、環境にやさしい、の三つのやさしさを基本に、「楽しく遊び学べる動物園」

を目指しており、「ナイトズー」や「ふれあい祭り」など楽しい企画も盛りだくさんです。石川県に

訪れた際には家族で楽しめる「いしかわ動物園」にぜひ足を運んでみてください。 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

イヌワシが見られる動物園④「いしかわ動物園」 

Ｑ．いしかわ動物園ではいつからイヌワシを飼育しているので

すか。 

「「「「2007200720072007 年年年年のののの 5555 月月月月からからからから飼育飼育飼育飼育をををを開始開始開始開始しましたしましたしましたしました。。。。」」」」 

Ｑ．飼育員さんが思うイヌワシの魅力について教えて下さい。 

「「「「大大大大きなきなきなきな体体体体とととと迫力迫力迫力迫力のあるのあるのあるのある顔顔顔顔、、、、特特特特にににに目目目目ですねですねですねですね。。。。」」」」    

Ｑ．いしかわ動物園でのイヌワシ飼育の特徴は何ですか？ 

「「「「飼育ケージの前面をガラス張りの観察小屋にし
てあります。見上げる形ですが、迫力のある姿が間
近に見えます。」」」」    

Ｑ．苦労されていることは何ですか？ 

「「「「ケージケージケージケージ内内内内でででで作業作業作業作業するするするする時時時時にににに刺激刺激刺激刺激しないことですしないことですしないことですしないことです。。。。飛飛飛飛
びびびび回回回回ってぶつからないようにってぶつからないようにってぶつからないようにってぶつからないように気気気気をををを遣遣遣遣いいいいますますますます。。。。」」」」    

Ｑ．来場される方に一言お願いします。 

「「「「このこのこのこの大大大大きなきなきなきな鳥鳥鳥鳥がいつまでもがいつまでもがいつまでもがいつまでも日本日本日本日本のののの山山山山でででで暮暮暮暮らしていらしていらしていらしてい
けるようにけるようにけるようにけるように、、、、山山山山のののの自然自然自然自然をををを守守守守っていきましょうっていきましょうっていきましょうっていきましょう。。。。」」」」    

Ｑ．現在飼育中のイヌワシについて教えて下さい。 

「「「「『『『『白山白山白山白山（（（（はくさんはくさんはくさんはくさん））））』（』（』（』（♂♂♂♂：：：：6666 歳歳歳歳））））とととと『『『『手取手取手取手取（（（（てどりてどりてどりてどり））））』』』』
（（（（♀♀♀♀：：：：6666 歳歳歳歳））））のののの 2222 羽羽羽羽をををを飼育飼育飼育飼育していますしていますしていますしています。。。。」」」」    

いしかわいしかわいしかわいしかわ動物園動物園動物園動物園    

〒923-1222 石川県能美市徳山町 600 番地 

℡ 0761-51-8500 

 

開園時間：11 月～3 月・・・9:00～16:30 

4 月～10 月・・・9:00～17:00 

 （ただし入園は閉園の 30 分前まで） 

入 園 料：一般 810 円   

    3 歳以上中学生以下 400 円 

休 園 日：毎週火曜日 

※路線バスも運行していますので詳しくはホームページにてご確認下さい。 



地域のいきもの情報ボード  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「地域のいきもの情報ボード」とは、鳥海イヌワシみらい
館入り口正面に設置された専用ホワイトホードに、当館職
員や来館者から寄せられたいきもの情報を集めて掲示し
ているものです。どなたでもご自由にプリントして、貼り
付けることができますので、是非ご来館の際は情報をお
寄せ下さい。通信では、3 ヶ月ごとに掲示された新規の写
真を紹介します。 

研ぎ澄まされた寒さが身にしみますが、年が明ける頃
には寒さにも慣れてくる方もいるのではないでしょうか。
「今日は 0℃もあるから暖かいね」と余裕も出てきます。
この３ ヶ月では秋の終わりと共に、日を追うごとに冬の訪
れを感じる日々を過ごしています。旅鳥を見送り、また１
シーズンぶりの冬鳥の再会に胸を踊らされる毎日です。 

2012/10/12 ダイシャクシギ 

とても長いくちばしですね。歩く後ろ姿はとても優

雅です。見返り美人といったところでしょうか？  

撮影：長船裕紀（以下 O）、酒田市大浜 

2012/10/12 シロチドリ 

存在に気づかず、間合いに入ってしまいました。

慌てて駆け出す姿は可愛いです。スタタタタ・・・ 

撮影：O、酒田市大浜 

2012/10/12 メダイチドリ 

今シーズン最後の出会いでした。再び訪れた時に

はいなかったです。越冬地まで無事を祈ります。 撮

影：O、酒田市大浜 

2012/10/14 シマヘビ 

俗名カラスヘビ、基本的にはシマヘビの黒化型のこ

とです。ひなたぼっこをしているのでしょうか？   

撮影：安喰英幸くん、酒田市升田地区 

2012/10/21 マガンとオオハクチョウ 

水田で落ち穂を食べているのでしょう。特にマガ

ンはまだ渡りの途中です。栄養補給が必要です。 

撮影：O、遊佐町 

2012/10/27 クマタカ 

観察ポイントで待つこと数分、視線の先下方から現

れ枝に止まりました。なんと脚にはシマヘビを握って

いました。 撮影：O、酒田市八幡地区 

2012/11/16 ハギマシコ 

鳥海南麓の岩肌に単独でいました。お口の周りをよご

しながら、草の実を必死に食べていました。まるで赤ち

ゃんです。 撮影：O、酒田市（湯の台） 

2012/11/29 オジロワシ 

通勤途中、前方上空に何か大きな物が旋回していると

思ったらオジロワシでした。庄内にもぞくぞくと海ワシが

渡ってきています。やはりデカイ。 撮影：O、酒田市

八幡地区 

2012/11/30 ミソサザイ 

猛禽類調査中、目の前にやってきました。クモ

を食した後、背伸びをして辺りの様子をうかが

っていました。それにしても細い足ですね。 

撮影：O、酒田市八幡地区 

自由に使ってね



左上:幼鳥、左中:成鳥 2個体、左下:成鳥のパーチ（止

まり）、右:河川敷に舞い降りた 

  

 

 

 

 

鳥海イヌワシみらい館のある酒田市には最上川という一級河川が流れており、河口を

含む下流域が存在しています。両羽橋付近から河口域周辺は国指定最上川河口鳥獣保護

区となっています。日本三大急流の一つですが、酒田市においては緩やかな流れで冬は

ハクチョウ・カモ類が多く飛来し、スワンパークといった水辺ふれあい公園があります。 

１１月、最上川下流のスワンパークにて早朝のハクチョウ・カ

モ類のカウント調査に参加したのち、最上川で探鳥をしていた

ときのことです。突然斜め後ろから姿を現した猛禽類。なんと

チュウヒでした。双眼鏡で追跡観察していると、同視野に別の

個体のチュウヒが現れたり狩りをしたりと十分に楽しむことが

できました。 

チュウヒは干拓地や河川敷、河口域付近に広がるヨシ帯など

の草地を好みます。東北地方では仏沼や蕪栗沼、八郎潟などが

チュウヒの観察地として知られています。最上川も同様に下流

域の河川敷には草地が形成し、秋から春にかけてチュウヒの確

認があるようです。１１月は北から南へ南下する個体が一時的

に滞在していたようで、１２月に入るとほとんど見られなくな

りました。どうやら気象条件が厳しい事もあり、越冬個体はほ

とんどいないようです。春、北上する個体が飛来するのを待つ

ことにしましょう。※ なお最上川において繁殖は確認されていません。 

今回は私が５月～１２月までに最上川下流及び最上川河口鳥

獣保護区で観察した野鳥を月別に紹介します。 

写真：長船裕紀 

 
5 月：オオヨシキリオオヨシキリオオヨシキリオオヨシキリ 

ヨシ原といえばこれ、実によく喋る 

6 月：チョウゲンボウチョウゲンボウチョウゲンボウチョウゲンボウ 

子育ての真っ最中、ケラを持ち帰る 

7 月：チゴハヤブサチゴハヤブサチゴハヤブサチゴハヤブサ 

近年、庄内地方でも確認がチラホラ 

8月：チュウサギチュウサギチュウサギチュウサギ(手前)、アオサギアオサギアオサギアオサギ(奥) 

なぜかみんな同じ方向を見つめる 

 
9 月：ミサゴミサゴミサゴミサゴ 

魚を捕まえて飛んでいった 

10 月：オオタカオオタカオオタカオオタカ 

カモを狙うも狩りは失敗 

11 月：ノスリノスリノスリノスリ 

止まり場所めぐって小競り合い 

12 月：コハクチョウコハクチョウコハクチョウコハクチョウの群れの中に亜

種アメリカコハクチョウアメリカコハクチョウアメリカコハクチョウアメリカコハクチョウ(手前)発見 



写真：高橋雄成 

鳥海南麓にて 

慶應義塾大学 SFC 研究所生物多様性研究・ラボ 

ハチクマの渡り衛星追跡公開中 
～鳥海山の東側を通過していきました～  

 

「慶應義塾大学 SFC 研究所生物多様性研究・ラボ」の樋口広

芳特任教授らが行っている研究プロジェクトで、発信器を取り付

けた 4 個体のハチクマを人工衛星で行動追跡し、その様子がウ

ェブ上で一般公開されています。発信器を取り付けられたハチク

マの出発地点は青森県から Kuro、Nao、Ken の 3 個体、山形

県から Yama の 1 個体で、なんと青森県を出発した 3 個体はい

ずれも鳥海山の東麓付近を通過したと考えられます。同様に 9 月を中心にいくつもの

ハチクマを鳥海山周辺で観察しましたので、比較的渡りのルートになっていることがう

かがえます。※線のひかれた位置は通過（飛翔）したとは限りません。点の位置は正しい位置を示していると思

われますが（誤差はあり）、線は点と点を結んだものにすぎないので参考程度に考えましょう。 

 

公開されている地図情報から、日本で繁殖期を過ごしたハチ

クマたちは、本州（四国）から九州各地方を経て東シナ海を

渡り、10 月 11 日には４ 個体すべてが日本の領海内から中

国大陸に上陸しました。その後さらに南下し、東南アジアへ

と向かった様子がわかりました。そして 12 月 26 日現在、４

個体ともインドネシア付近にいるようです（Nao、Ken、Yama

がインドネシア、Kuro

が東ティモール）。往

復 2 万キロの旅を経

て、2013 年に再び日

本列島へと戻ってくる

のを、楽しみにしてい

ます。 

 

 

鳥海山 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆イベント開催報告◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

★やわた文化祭に出展しました！ 

 

 

 

 

★東北大学の大学祭に出展しました！ 

 

 

10 月 27 日（土）～29 日（月）の 3 日間、昨年に引き続き、鳥海

イヌワシみらい館のある酒田市八幡地区の「やわた文化祭」に出展さ

せて頂きました。今年は長船アクティングレンジャーによる「トビクイズ」

と、「ワシタカ識別パズル」を新しく用意しました。子供達は難しそうに

クイズやパズルに挑戦していましたが、あきらめずに最後までがんばっ

て回答してくれました。 

11 月 2 日（金）～4 日（日）山形県のとなり、宮城県仙台市にある

東北大学の大学祭に出展させて頂きました。環境省東北地方環境事務

所の展示会場の一角に鳥海イヌワシみらい館のブースを設けさせて頂

きました。大学生に人気の幼鳥のぬいぐるみや、パネル、クイズなど

でイヌワシの生態を知って頂きました。来場した学生の中には、鳥海イ

ヌワシみらい館に来たことがあるという人もいました。大学祭会場にはワ

ッシーくんも登場し大盛況の東北大学祭となりました。 

◇館内にパズルを設置しました。 

 

前のページでハチクマの渡りプロジェクトをお伝えしましたが、「クマ

バチ」は知ってるけど「ハチクマ」って何？ と思われる方もいらっしゃ

るかと思いますので、ワシタカ類「ハチクマ」のことを説明させていた

だきます。ハチクマは翼開長 140cm 程の中型のワシタカで、ちょうど市

街地でよく見かけるハシブトガラスと同じくらいの大きさです。春に南の

国から渡ってきて、日本の山や森で子育てをして、秋にまた南の国へ帰

っていく渡りをするワシタカの仲間です。その中でもちょっと変わった食

性を持っているタカで、ハチの幼虫やサナギなどが大好物。ハチクマ

の「ハチ」はそれに由来しています。また体色に個体差があって、薄

い色をした物から、濃い色の物まで段階的に様々な個体が確認されて

います。鳥海イヌワシみらい館で 9 月に開催された秋の渡り観察会でも

多くのハチクマが南を目指して渡っていく姿が観察されました。引き続

き「慶應義塾大学 SFC 研究所生物多様性研究・ラボ」の今後の調査

に注目したいと思います。 

「ワシタカ識別パズル」と「ワッシーくんパズル」を設置しました。ワシタカ識
別パズルは、表面は模様で絵をつなげますが、裏面はシルエットのみを手が
かりに型にはめていきます。ワッシーくんパズルは、バラバラになったワッシー
くんのパーツをつなぎ合わせてワッシーくんを完成させる幼児向けのパズルで
す。来場の際はぜひ遊んでみて下さいね！  
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 あとがき＆施設情報 

 

 

 

    

ワシタカ観察会「冬のワシタカ探し」 

鶴岡市大山地区ラムサール条約登録湿地「下池」に
て冬にやってくるワシタカ類の観察会を開催します。 
期 日：平成 25 年 2 月 9 日（土） 
時 間： 9:00～15:00  
集合場所：酒田市飯森山公園駐車場 
募集定員：先着 15 名 
募集締切：2 月 7 日（木） 
参加費：一人 200 円（保険代・資料代） 
持ち物：双眼鏡（貸出し可）、昼食、飲み物 
服 装：防寒着上下、長靴またはスノートレッキング 
講  師：宮川道雄氏（鳥獣保護区管理員） 

お問合せ：鳥海イヌワシみらい館 

℡ 0234-64-4681 

e-mail : moukin@raptor-c.com 

Illustrated by Masami Tsuno 
○C 鳥海イヌワシみらい館 

アクティングレンジャー 

今現在（12月 17 日）、鹿児島

に毎年飛来するカラフトワ

シの情報がないままとなっ

ています。絶望的といった状

況ですが、新年早々「遂に確

認！」といったミラクルもあ

るのでしょうか？情報求

む！（長） 

事務局 

豪雪に耐え、

晴天の雪景色

に感動しなが

ら 春 を じ っ と

待ちわびる。

（村） 

普及啓発担当普及啓発担当普及啓発担当普及啓発担当    

あけましておめでとうご
ざいます。今年は巳年。
ヘビのように細く長く生
きていきたいと思いま
す。ヘビってワシタカに
とってはエサ動物です
けどね。（本） 

◆鳥海イヌワシみらい館 

1 月からの開館情報 

開館時間・・・9：00～16：30 
お休み・・・毎週（火）（土）（日）（祝） 
      ３ 月・・・毎週（火） 
入館料・・・無料 
臨時休館の際はホームページにてお知らせ致します 
ホームページアドレス・・・http://www.raptor-c.com 
〒999-8207 
山形県酒田市草津字湯ノ台 71-1 
TEL  0234-64-4681 
 

環境省鳥海南麓自然保護官 

本年もどうぞ宜しくお願い

致します。この「あとがき」

を書くのも早 4 回目。寒い

のは苦手ですが、冬の鳥

海を楽しみたいと思いま

す。（水） 

ブログ「鳥海イヌワシみら

い館日記」もやってます。

http://raptor2236.blog.fc2

.com/ 

チェックして下さいね！  

特別出張展示「酒田イヌワシ・ラボ」 

イヌワシを中心に、ワシタカ類を知ってもらうための 

出張展示を酒田市の中心街にて開催します。 

場 所：酒田まちなかＰ Ｒ 館（酒田市中町 1-10-16 イワマビル 1 階） 

期 間：2 月 1 日～27 日 

開館時間：10：00～17：00 

入館料：無料 

協 力：イヌワシの森倶楽部、NPO 法人猛禽類保護ネットワーク、 

鳥海やわたインタープリター協会、鳥海山ワシタカ研究会、鳥海やわた観光(株)、八森菓子店、緑の玉手箱 

同日開催同日開催同日開催同日開催！！！！大山新酒大山新酒大山新酒大山新酒・・・・酒蔵酒蔵酒蔵酒蔵まつりまつりまつりまつり    
「「「「野鳥野鳥野鳥野鳥ストラップストラップストラップストラップ作成作成作成作成コーナーコーナーコーナーコーナー」」」」    

場 所：鶴岡市自然学習交流館「ほとりあ」 
参加費：無料 随時お越し下さい。なくなり次第終了となります。 
開催時間：10：00～15：00 
お問合せ：環境省 羽黒自然保護官事務所 

℡ 0235-62-4777 
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